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まえがき

本書では、「包括的教育学」の立場から、社会的諸課題に関係

する教育現象に着目し、その歴史的意義、思想的背景、将来性な

どについて考察を試みた。

序章では、教育学がどのような現象を対象にして発展を遂げ

てきたのかを確認し、本研究が、どこに位置するものであるの

か、あるいはどこに位置しようとするのかという点について言及

した。

次に、具体的な考察の対象として、大きく分けて、アナーキズ

ム、ユートピアニズム、市民大学、労働運動の 4つをとりあげ、

分析を試みた。

第 1章では、アナーキズムと教育の関係について考察するに際

し、近代日本の啓蒙的アナーキストとして知られる社会運動家・

思想家の石川三四郎（1876～1956）に着目した。石川が教育に関

してどのような関わりをもち、理想社会の構築に向けてどのよう

に教育を活用しようとしたのか考察した。

アナーキズム運動は、人間の理性に大きな期待をよせることを

基礎として社会づくりをしようとしている点で、きわめて教育的

な社会運動と捉えることが可能である。ここではアナーキズムに

関する教育学的考察が試行されたといえよう。

第 2章では、ユートピア運動と教育の関係について考えた。

ユートピアを実現しようという試みのうち、理想的共同体を建設

することで漸次的に社会改革をしようとする流れを追った。実例
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として作家・武者小路実篤（1885～1976）が始めた新しき村に着

目し、知識人が先頭にたって展開されるユートピア運動の教育的

意味について考えた。

第 3章では、市民大学の今日的意義と各種社会的組織との連

携について考えた。市民大学は生涯学習・生涯教育の波及にとも

なって、行政の主導のもとで日本各地につくられてきた。しか

し、現今行財政改革の流れの中で、大幅な見直しを迫られてい

る。そこで新たな運営主体として登場してきているのが NPOで

ある。本章では NPOによる社会教育機関の運営と市民自主運営

という新たな局面を迎えた市民大学をめぐって、神奈川県川崎市

で活動しているかわさき市民アカデミーをとりあげつつ考察を進

めた。

第 4章では、労働運動とその社会的教育波及効果について考

えた。日本の労働組合の主流は企業別労働組合であるが、それと

は異なる流れとして地域合同労働組合（地域合同労組）が存在す

る。地域合同労組は規模としては小さいが、企業別の労働組合が

取り組むことができなかった問題、すなわち非正規雇用労働者の

労働条件の改善や、解雇事件への正面からの関わりといった課題

に積極的に関わる点が注目される。ここでは、地域合同労組の社

会的教育効果について考えた。

終章では、4つの方面を分析した結果を受けて、教育と社会改

革という古くて新しい課題について考えた。
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